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18世紀におけるパノレノレマンと王権 (1) 木 崎
戦後日本の産業政策と高度経済成長 林
外貨換算会計基準の制定とその経済的影響ー 野
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ック大学教授ルイジ・パシネッティ博士くProf.Luigi L. Pasinetti)が来日， 1984年 9
月16日より10月9日まで滞在され，特別講義並びに活発な意見交換が行われたD 本学で
催された講読ま， (1) Technical Progress and Economic Growth， (2) Keynes and the 
Post-Keynesian Cambridge Econom四日， (3) Sraffa's Circular Process Analysis vs 
Vertically-integrated Sectoral Analysisについてである。















1) Structual Ch四肝削dEconomic GTowth: a theoret削 1es町 onthe dy間関cs01 the wealth 
ザ natfOπs，1981大嘩勇一郎 渡会勝議訳「構日告変七と経済成長」昭和58年。
2) “Rate of Profit and Incotne Distribution i心 Relationto the Rate of Economic Growth ヘ
Review 01 Economic Studies， No 久 1962参照。
3) Leaures on the Theory of Production. 1977.菱山泉他訳「生産理論」昭和54年。
心 当該論文は1962年に完成され，その理論的な部分がヴァティカン出版部より公表された。 “A 
New Theoretical App四 ach回 theProblerns of Ec佃。micGrowth"， Po叫がciaeAcademiae 
Scientiarum Scripta， No. 28， Vatican City， 1965. 
































5) Lectures on the Theory 0/ Production， pteface (邦訳，序言〉参照。
































7) Sll"u，μual Change alid Ecoliomic Growtk， p.86 equation (V. 4. 4)， p.89 equation (V. 7 
1) (邦訳， 102ベー ジ.(5. 4. 4)式， 105ベー ジ (5.7. 1)式〉などに見ることができる。




























































った。講演のテ マは，‘Relaxingthe MaximI2ation Postulate in Miero Economics 




の教授。現在 AndelotProfessor of Economics and Population のチェアを占めてい
る。組織り経済理論の分野で「エックス非効率」概念の提唱者として著名であり，
110 (356) 第 134巻第5・6号



































労働者側が発揮しラる努力の水準!~!品 E1， Es. . .  E"のn通b(ここで El>E~>
>E.とする)があり，また雇用者側が提供しうる賃金，労働条件の水準には W1，W2， 
， W.の n通り〈ここで W，>W，>...>W.とする〉があると考えられる。 (E"
W，)が「黄金律の解」で， (E.，W.)が「囚人のジνγマの解」といえよう。現実には，
こり二つのどちらでもなし中聞に〈るような組合せが選ばれる。とれは，両当事者が
最大化行動を行わず，慣習 (convent目的に従って行動を選ぶためである。
かつてフォード社のイギリスの工場と西ドイツの工場との聞で，顕著な生産性の差が
観察されている。これは，両国において，両当事者の行動を導〈ノルムとなっている慣
習に差があるためと考えられる。私自慣性領域 (inertareas)由理論によればこの領域
がいかにして定まるかが分析で雪るが，これは，上白例が示すような組織行動の国際比
較において，有用な役割を果たしうるであろう。
(浅沼高里〕
